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12_月 4由 t東京駒込で7島 1ネ ッ
トワークの連器騨習会が行われました。
この学習会,ま『凛ロシマ連続議農」と
いう市民団体と共催でおこなわ柔菫レ
た。
はじめに加懸暫郎さんから、4ヽ河孝
先生の紹介が継りました。関東諄軍馬

研究処 (100部轍]、の研究第一人者であ

る小河先生が整援しました。

小河先生|ょ褥、藤次のようなお話をさ
れました。

日中戦争で,ま、50～ 60万頭め寧馬が
動員されました。日本の馬は尭来小さ
な馬でした。今で言うポニー機構の大
きさでした。1′撻0年の義和団事件■時、
日本から派遣された馬はどう魔 役ヽに
たたなかっためです。その後改鼻を重

の時代になりました。それでも車が菫え __

ない掌地や調畑などでは、馬が活躍する
ことになります。192草争に|ま泰天 (今の

滲陽)紀獣医研究所力1寺くられます。1,
36年 :こ γ31部隊の連畿と同時に100
部隊嗜薔つくられます。

構帰:ま家畜の病気が多く発生していま
した。牛疫 (牛ペスト)、 炭疸、鼻疸な
どで苺會牛ペストは現権では世界で撲滅
されています。炭疸はA戦共通感染症で、
これに感染すると呼嚇繭難になり、死亡
に彗pます。しかも威築繭|ま上の中で31

年奪きでいることがわかつています。コッ
ホが1驚世紀にフクチン11静騨発しています。
轟熱|ま第一次世界大鞭の時に、軍馬:こ
広がり、1930年にソ連・溝州・中東で広
がりました。人が感発怒た例は多くあり
ます
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=でした。奉天■畿霧研究所で室内
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その後、ガメ露ンが使用され、観空機

獣緋で露者が出てしまいました。その後

も輔 が出て、1936年 1月 25日 の満州 Fl

曰新豫韓報道されまいれ.1986年には溝
州の纏の23.3%が罹轟暮ていることがわ
かり、鋼溝家畜防疫会議が開かれました。
馬威琴暁所がつくられ、馬政局第1科で
は、競馬でテラ銭を構いで、研究に使う
などをやつていました。撫|1瞬の戦犯管靭
所での元戦犯の供述書によると100万 cc

の血鋳 (鼻疸の免疫血湾)を生産し、移:
究といいながら、100部隊l手提供してい
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たことになやています事1988年 :こなると、

陸軍省も鼻癌対策を打ち出し糞す.
1941年の1傘0部隊の構成は1鷲長・並木

才三、細蘭科長・井田清で、壕尋井圏の下

で鼻疸の研究をしていた三友´勢が戦後ハ

バロフスク裁判の被告になり,、 喬身のやら
~~

たことを青曲毎ます。関東軍の期季演習で

川に鼻疸菌をながした事実を営白しました。

また、別の1ゆ螂 隊員は、ハインルで家畜

を集め、嚢騨菫などで汚染させれこともわ

かりました。

戦後、筆残嚇獣研は、新中饉r彗用され、

豚熱、牛疫ぬ攘減に貢献した中です。

日本で|=議:後GHQの尋間が続きます。
100部隊の安藩敏太郎、山口率治、西村武、

佐藤宇二郎などへの尋問など:こより、鼻疸

菌の開発、議,裁の実験などをおこなってい

たことも赫か警てきました。聾轟防疫処で

は、馬へ錯血靖をつくり、鼻腱鉾治療テス

トもおこなっていたという供腿::亀おります。

しかし、尋間を受けただれもξl自分がやっ

た」という二とではなく、伝聞構機が多く、

責任を押しつけ合っていたようです。人ヘ

の感染を番定する人と人
への感染を証言す

る人がいました。そして、GttQは、決定

的証拠がない、としてしまいます.

こんなお話の後、加藤哲郎さんから「獣

医学の位置が軽機されています=医者は厚
労省の管轄毒ずが、獣医者は農水省の管轄

ζこなっています.今、戦医は
'繹

|:などのペッ

トが中心で、警麓との関連で薄。キなどが

ちょっと機ゎれるだけです.7お 1部隊のこ

とを考える時、馬の疫病は人備瞬学ととも

:こ重要になつてい鬱:す
.壼

T31糠隊は隠戯種資をこっそり持ち摯 p

ていますが、100羅艤については、全件の

調査がすすんでいないのが現状です。融医

学会が機材を引き議いだのですが、峰の先

i薇ょくゎかっていません。加藤久弥が戦後

籍手大学の総長にな。ています」とし`か発

奮がありました。
また、小河さス′かt,Iま 「日中戦争で50～

辮万頭の馬が動員挙れましたが、‐醸 〉生

き'彗戻ってきませんでした。南方|二鶴馬まま

避られましたが、戦き|こ弱く、二蛛Ⅲギニ

ケ́むビルマに派遣暮れた馬も一頭も帰壕て

蕉意モんでしたさ
‐
1輌薗「嚢1議でぼ「 懇ご:百強

をヽ馬|ま活用されます鮮、その扱いま芭渉どい

鑽議で、戦闇で,構嶋力ちJ戦死」します,さ

また、参加者かQ,「 ヒロシマの像轟韓検

姜所があり、馬鴎織農所があり、葦鰺が…

義表ってきたとしt事記録があり、持こで死
轟処理をしたとい

.器:こ とになって二
｀
翼す」

ど雷う発言もありました。

また、質疑応答では『馬の鼻疸彎緋究は

畿米で!まどうな警でいましたか」と言像質

機に対し、小河舞撫から「ヨーロツ41ζでは

崖の鼻疸はなくを攀ていました.魔鹸で少

ミJあるぐらいでした。従ってヨー事ツパで

弾研究:ましていま鷲ん1と答えられ軍ゝ́た。
拿た「loO部隊の驀議をみるとに1吉責子も
いたようだが、看議師をしていたのですか』

きいう質問に対して「そうではありませれ

事警
。庶務が多かoたようです」と答ぇら

れました。

結局、10臨難録準とについて:鵞、わ
かっていないことが多くあります。 7

3i部隊との闘導も直接的な人的 `物
袋セなつながりが轟|:明 されていません。
1麗

学的な謀略部障であることは機つき

1準
していますが、まだまだ研究してい

かなければならないことが多そうです。
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3月 から二次凛行が始ま

鯛から5月 の機:こ 28人が~~~=襲
磯財し
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,患者の家族燿1旅行し、
村で6月 に尋箪卜患者が

TSi遍情 2奉 壺麓年 1月 lo目

1041年 11月 、目本がアメリカ iイ

ギリスを相手ほ義線を拡大しようと
していたころ(尋 申戦争は泥灌i晨鶴
り、中国各地で戦藤が続いてをヽ菫じ
婆
F犠●

華中洞庭湖苛力の湖南省常榔で、
この奪≒1月4尋、一―事本軍 の飛 1葺:鋒か
ら穀物に混ぜられたベストノ

:ミ

が投
下されました。これは陶器:こいれら
れた 爛器鷺黎」でした。ベストノ
ミがねずみにおりつき、ネズ:ミ 簿Sペ

ストに感染します。このネズ:ミ ぶ動
き回り、人家轟緩入し、ノミう1人聞に
とりついて、ベストに感染さ鸞ます。
731部隊で1套それまでに綿難な実験
をくりかえLi、 構の成果を見るとめに
実戦で使用したのです。常徳では、11

月12日 に最初砕懸者がでまし亀ら14日
までに4人の轟者がでます。 12月 ま
でに7人の殖嚇が確認されました。42
年 1月 に1名停患者が出て、ン`つたん
ベストの流村l量 4まります。i腋浄、し、

日本畢iま安上がりの共鶉として細菌を
武器として、開発し、枠れを実1:えで使っ
たのです

=

今り館徳市の中心衛1こ「ここに日本
軍が武スト菌を混入した陶器爆弾が投
下された」というポイントが道路上に
描かれています。上のな旗

陶器露棒が投下されたとこあ1■今は住宅街になっ

ていま号L常籍市鴎鵞街り、戦難で3

す。このように、常徳のまわり鋳
村に次々とベユトの流行が広がり
ます。湖南鷲申地域で、今の織鍼
蒙ロナの拡大砕ようにペストう1墓

がつていつたのです。これは…響
だけ日本軍が飛行機からベストノ
ミの当機爆弾を投下したことが幕
因となってい機のです.
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参加無料、中し込みメ智ルアドレス :鈍0懇。おOi@jmail.ccЩ

(定員100名 )

′ヽルピン731罪証鰊列籟
敷地内に赫る「謝罪と付箋平

和の讐い」禅

を追究する輩農運動
企画委量畿の歩み中―A轟 畿

了① 可書諄議

次国鍮731ネ ットワークの連続学習会lま、731部隊のことを追究する饉
動を続けてきたABC奪爾委員会の活動なそ鍛申心とな

`"て
きたお二人にお議

いただきます。次回もオン|´渉イン講演会ということで、おこないます。
ABC企画委員会の第1号会報は、19鵠年7月発行の「T31部隊展ニュー
ス|でし亀62011年にキ長.全国にカンパを鐸びかけ、下め写真のような謝罪の
緯1を Pヽルビンの731機鉄遣跡地内に建壼しました。「731部隊罪証錢識讐・
進藤省輻と黒竜江省鶴1)'あ 2冊を出版しています。   ~    ~ ~~
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